
1  課題を抱える業務の内容

3  こんな技術を求めています︕

千４ 安価で高速なモバイル回線や衛星通信による冗長化

2  課題の詳細

求める技術︓⑮

千葉県

4  技術の導入により代替が期待される業務

5 事業規模・業務量

当局では、IP電話や各種情報システム、浄給水場の監視制御に光回線を利
用していますが、地震時の回線切断などリスクを抱えています。

安価で高速、かつ回線切断時にも利用でき、通信のセキュリティが担保された最新のバックアップ回線技術
通常のIP電話回線等から速やかに切り替えられる緊急回線
大規模または長期的な停電時でも利用可能な災害に強い回線
想定される技術：複数キャリアのモバイル回線、スターリンクやアマゾンが計画している低軌道通信衛星をバック
アップとして利用する等の技術

最近は、遠地のデータセンターを利用するシステムも増え給水エリア外
の災害、障害によってシステムが使えなくなるリスクもあり、通信経路
の冗長化の必要性を感じています。


